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しまなみ
農業だより

花木栽培を始めてみませんか？(ビブルナム・ティナス)
比較的軽作業な花木栽培なら、高齢者や女性も取り組みやすく、耕作放棄地対策にも！

定
植

　

日
当
た
り
が
良
け
れ
ば
土
地
を
選
び
ま

せ
ん
が
、
定
植
年
は
夏
の
乾
燥
に
注
意
し

て
適
宜
灌
水
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
保
水

性
が
高
い
土
地
で
は
畝
を
た
て
て
定
植
し
ま

す
。（
水
田
は
不
可
）定
植
時
期
は
３
月
中
旬

〜
５
月
と
９
月
中
旬
〜
10
月
で
す
が
、
秋
に

定
植
す
る
方
が
灌
水
作
業
は
楽
に
な
り
ま
す
。

　

定
植
１
ヶ
月
前
ま
で
に
10
ａ
あ
た
り
堆
肥

２
〜
４
ｔ
、
苦
土
石
灰
１
２
０
㎏
を
散
布

し
て
耕
起
し
ま
す
。
定
植
２
週
間
前
に
は

10
ａ
あ
た
り
化
成
肥
料
（
８ｰ

８ｰ

８
）
を
60

㎏
散
布
し
て
耕
起
し
ま
す
。

　

樹
齢
が
進
む
と
樹
冠
が
拡
大
す
る
の
で

畝
幅
２
．
５ｍ
、
株
間
２ｍ（
10ａ
当
た
り

２
０
０
本
）で
定
植
し
ま
す
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
の
散
布
が
可
能
で
す

が
、
苗
木
に
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

す
。
防
草
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
と
、
管
理

が
楽
に
な
り
ま
す
。

　

夏
場
を
中
心
に
乾
燥
に
は
注
意
し
て
適

宜
灌
水
し
ま
す
。
ま
た
、
３
月
中
旬
、
６

月
上
旬
、
９
月
上
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
化
成
肥

料
を
10
ａ
あ
た
り
40
〜
60
㎏
施
用
し
ま
す
。

そ
の
際
は
生
育
の
様
子
を
見
て
、
生
育
が

旺
盛
で
あ
れ
ば
少
な
め
、
葉
色
が
薄
く
生

育
が
鈍
け
れ
ば
多
め
に
施
用
し
ま
す
。

　
４
〜
５
月
、
10
月
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

上島町の農業は、レモンやミカンなど
の柑橘栽培が中心ですが、近年は生産
者の高齢化や後継者不足により耕作放
棄地が増えています。そこで露地で栽培
ができ、比較的軽作業で女性にも取り組
みやすい花木の栽培を始めてみてはいか
がでしょうか？
花木栽培は、苗を植えてから収穫でき

るまでに４～５年かかりますが、以下のメ
リットがあります。
1樹木類であるため、毎年植え替えしな
くてもよい。
2収穫物が60㎝ほどの枝であり、柑橘
に比べて軽く、高齢者や女性にも取り組
みやすい。
3病虫害が比較的少なく、防除作業も
年数回である。
4年間を通して収穫・出荷が可能。
5都市部を中心に需要が拡大していて、
高単価で販売されている。
数多くある花木のなかでも、今回は栽
培しやすく市場の評価も高い「ビブルナ
ム・ティナス」という種類をご紹介します。

や
す
く
、
８
〜
10
月
に
ハ
マ
キ
ム
シ
類
が

つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
に
応

じ
て
登
録
農
薬
を
散
布
し
ま
す
。

　

定
植
１
〜
２
年
目
は
あ
ま
り
大
き
く

な
ら
ず
、
３
年
目
か
ら
生
育
旺
盛
と
な

り
ま
す
。
樹
高
は
剪
定
を
し
な
け
れ
ば

３
ｍ
以
上
に
な
り
ま
す
。
11
月
頃
か
ら

蕾
が
つ
き
、
３
月
上
旬
に
開
花
し
ま
す
。

　

農
協
に
出
荷
す
る
場
合
、
花
蕾
の
状

態
で
12
月
〜
３
月
、
実
つ
き
の
場
合
６
月

〜
１
月
に
出
荷
で
き
ま
す
。
ま
た
、
葉

だ
け
の
状
態
で
も
需
要
が
あ
り
ま
す
。

切
り
枝
は
40
〜
80
㎝
の
長
さ
で
収
穫
し
、

十
分
水
あ
げ
し
て
か
ら
出
荷
先
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
規
格
で
荷
造
り
し
ま
す
。

現在、ＪＡおちいまばりでは栽培
面積４．５ha、生産者は100人を
超え、今後本格的な出荷体制が
整います。上島町でも、数名の
方が栽培に取り組んでいます。露
地で栽培でき、省力・低コストの
品目ですので、栽培に興味のある
方はＪＡおちいまばりやしまなみ農
業指導班岩城駐在所にお問い合
わせください。

12月～３月出荷(蕾)
鮮やかなピンクの蕾

5月～8月出荷(赤)
特徴のある赤の実

8月出荷(緑)
赤が抜けて緑が多くなる

通年出荷(葉)
美しい緑の葉

10月～1月出荷(パｰプﾙ)
光沢のある青い実

9月出荷(青)
涼しくなると段々青色に

土
づ
く
り
、
元
肥

栽
植
密
度

雑
草
対
策

定
植
後
の
管
理

病
害
虫

生
育
・
開
花

出
荷

平成30年６月出動件数

（平成30年６月30日現在）

上島町消防署　☎77-4118

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H30累計

火災 ０ ０ ０ ０ ０ 2

救急 17 5 9 1 32 232

消防だより

火災・救急・救助は

　

６
月
24
日(

日)

に
、
今
治
市
宮
窪
石
文
化
運
動
公
園
に
お

い
て
、
第
31
回
愛
媛
県
消
防
操
法
今
治
・
越
智
地
区
大
会
が
開

催
さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
岩
城
方
面
隊
（
第
三
分
団
）、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
弓
削
・
生
名
・
岩
城
各
方
面
隊
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
消
防
技
術
を
習
得
し
、
消

防
団
員
の
士
気
と
消
防
精
神
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防

活
動
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
大

会
ま
で
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
大
会
は
ポ
ン
プ

車
の
部
７
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

県
大
会
へ
の
切
符(

ポ
ン
プ
車
１
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
３
チ

ー
ム)

を
目
指
し
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
は
、
指
揮
者
の
力
強
い
号
令
の
も
と
、
日
頃
の
訓

練
で
鍛
え
上
げ
た
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
大
会
に
挑
み
ま
し

た
が
、
惜
し
く
も
入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
大
会
に
向
け
て
訓
練
し
た
成
果
を
活
か
し
て
、
上

島
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
31
回
愛
媛
県
消
防
操
法
今
治
・
越
智
地
区
大
会
出
場

平成 30年度全国統一防火標語
「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

 

PA
・
RA
連
携
に
つ
い
て

　

消
防
署
で
は
、救
急
の
内
容
に
よ
り
、

ポ
ン
プ
車
ま
た
は
救
助
工
作
車
で
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
英
語
で
の
頭
文
字

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
PA
・
RA
連
携
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
救
急
車
と
ポ
ン
プ
車

等
が
救
急
現
場
に
行
く
場
合
に
は
、
ポ

ン
プ
車
等
は
「
ウ
ー
・
ウ
ー
」
と
サ
イ

レ
ン
音
の
み
で
走
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
火
災
時
に
は
「
ウ
ー
・
カ
ン
・

カ
ン
」
と
サ
イ
レ
ン
と
鐘
を
交
互
に
鳴

ら
し
て
、
火
災
と
そ
の
他
の
出
動
を
区

別
し
て
い
ま
す
。

　

傷
病
者
に
対
し
て
早
急
に
適
切
な
処

置
を
行
う
た
め
に
、
救
急
車
の
み
で
は

対
応
が
難
し
い
事
態
に
備
え
、
ポ
ン
プ

車
等
に
よ
る
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生名方面隊

【 ポンプ車の部 】

弓削方面隊

岩城方面隊（第三分団）

岩城方面隊

【 小型ポンプの部 】

弓削中学校職場体験
　７月４日、５日の２日間、弓削
中学校２年生の檜垣隆斗さん、山
本悠二さんが、職場体験学習に来
署しました。消防車両の清掃に始
まり、資器材の点検や取扱い、放
水訓練など、初めて体験する消防
の仕事にとまどいながらも、責任
を持ってやり遂げました。

(

右)

体
力
訓
練

(

上)

放
水
訓
練

(左)山本くん、(右)檜垣くん
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